
ＪＡグループは住まい手目線で、組合員の賃貸住宅経営を支援いたします。

ハートホーム通信
ＪＡが組合員のみなさまにお届けする　資産管理情報誌

 vol.８

Heart Home

明けましておめでとうございます
旧年中は格別のご厚情を賜り誠にありがとうございました。
賃貸住宅を取り巻く環境は依然厳しい状況にあります。
私どもＪＡグループでは、『住まい手目線』をキーワードとし
て、家主さまにも入居者の方々にも喜んでいただける賃貸住宅の
運営を心掛けてまいります。
本年も賃貸住宅に関する様々な情報提供につとめてまいりますの
で、「ハートホーム通信」をご愛読いただきますよう宜しくお願
い申し上げます。

リクルート住宅総研 所長 矢部智仁 氏

　東海エリアでは岐阜県、三重県の空室率が高く、依然として
賃貸住宅オーナーにとっては厳しい１年でした。ただ、愛知県
は全国的にみて、まだ堅調と言えるでしょう。
　しかし、景気低迷の余波から広域間の転勤や進学の減少な
ど、愛知県内への転入者の数が減ってきており、新しく部
屋を探す方の絶対数が少なくなっているのが現状です。
　都市部で一時期多く建てられた不動産ファンド物件（※注
１）の空室が目立つようになり、その空室を減らすために家賃
条件を下げる傾向が強く、それにつられるかのように近郊の家
賃が下がってしまう現象が首都圏では見受けられます。
 今後、名古屋中心部とその近郊においても同じような動きが
起こる可能性があります。実際の人の動きや物件の良し悪しに
関わらず、家賃の「相場」が下がるという悪循環が起きる可能
性が出始めているといえるでしょう。
注１）不動産ファンド物件とは…投資家から資金を集めて不動産を建築・購
入し、そこから得られる賃貸収入や売却による利益を投資家へ分配する｢仕組
み｣を使い供給された物件のこと。

　オーナーが自分でやることには限界がありますから、「誰  (ど
の管理会社)」と手を組んで、「どのように」経営していくかが非
常に重要になってきます。オーナーの立場に立って、物件をよ
くしていこうと力を入れてくれる管理会社と協力し、「住まい
手」にとってその部屋が「愛すべき場所」となるようにしてく
ことが今後は大切になってくると思います。

　賃貸であっても「自分らしく住める」という観点がとても
重要となってくると思います。
　例えば、入居者が部屋の壁に手を加え、自由にアレンジす
ることを可能にします。壁に絵画や写真を飾る為に釘を打
つ、壁一面に落書きができるスペースを用意するなどこれま
で賃貸物件では出来なかった事を取り入れ、入居者が自分
の生活スタイルにあった「自分らしく住める」空間にさせてあ
げるのです。これは入居者にとって規制がない分、「住む楽し
み」を期待して物件を選んでもらえるきっかけになります。
　あくまでも一つの例であり、できることとできないことはし
っかり見極める必要がありますが、住まい手が楽しむ住宅、
という発想は今までにない発想です。

　賃貸住宅に住む入居者にとって最大のメリットは、住む場
所を、自由に、何度でも選べることです。しかし、実際の賃貸
市場には同じような間取りしかなく、生活スタイルにあわせ
て物件を選べそうで選べないのが現状です。
　既存の物件は立地を変えるわけにはいかないので、その
物件の魅力をいかに引き出し、「この部屋に住みたい」と感じ
てもらえるかが重要です。
　愛知県は全国的にみてもまだ元気がいいのですから、元
気な今だからこそ「住まい手」を意識した愛される物件に
していくことが大切です。もはや、なにもしないはありえませ
ん。
　まだ競合の物件が取り組めていない今だからこそ、チ
ャンスと考えて様々なことに取り組んでいくことで、入居
者から愛される物件となるのではないでしょうか。

愛知県経済農業協同組合連合会

建設部長　扇谷　招弘

インタビューを終えて…

平成22年の東海エリア、愛知県の賃貸住宅市場
にはどのような特徴がありましたか？Ｑ.1

入居状況の厳しい中で今後オーナー様はどの
ような事を考えて経営をしていくべきですか？Ｑ.２

Ｑ.３ 具体的にはどのような
取り組みをしていけば良いでしょうか？

住宅市場関連のさまざまな調査、研究（特に流
通、賃貸等のストック市場動向に関心）や情報収
集活動に従事。各所で講演活動を行ったり、住宅
関連の委員会や研究会等に参加している。

東海地区・愛知県内の賃貸住宅の
動向についてインタビューしました。

　時代の流れとともに、賃貸住宅も供給過多になってきています。インタビューを通じて、「自分らしく住める」という観点は
ＪＡグループが現在取り組んでいる「住まい手目線」に通じることです。
“自分らしく“を実現するには、この物件をどのような人に住んでもらいたいのか考えなければならないと思います。
　ＪＡグループでは、みなさまの所有する物件が選ばれる魅力あるものにするために、住まい手とオーナー様のかけはしと
なり、「住まい手目線」を意識した提案をはじめていますので、提案の際はご検討いただきたいと思います。

新春インタビュー
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ＪＡ不動産・開発部門 窓口の紹介コーナー
　平成22年10月25日にＪＡひまわりの新しい本店が完成しま
した。生活部不動産課は「生活部資産管理課」に名称を変更
し、新本店ビル１Fに窓口をリニューアルオープン致しました。
　資産管理課の窓口はゆったりとした空間で、お子様連れの
お部屋探しのお客様にも安心してご来店いただけるよう、キッ
ズスペースを新設いたしました。

管 　 　 轄
管 理 戸 数
住 　 　 所
電 話 番 号
営 業 時 間

豊川市
１，２２０戸
豊川市諏訪 1丁目 1番地
０５３３－８９－６２１１
８：３０～１７：００

（休業日：日曜・祝日）

ＪＡひまわり　生活部　資産管理課
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入居チャンスフェア２０１０ 秋　開催報告
　平成２２年８月１６日から１０月３１日にかけて、需要期である秋の入居成約
向上をめざして、ＪＡ入居チャンスフェア２０１０秋「ビギン・ア・ハッピー・スウィ
ートライフ」を実施いたしました。このキャンペーン期間中に県下で９３９件の入
居のご成約(前年同期８３８件）をいただくことができました。
　また、期間中に株式会社リクルートが運営するＳＵＵＭＯサイトに広告表示を
行ったり、１０月１１日（祝）ＦＭ愛知にて「結婚」をテーマとしたＪＡオリジナル
ラジオ番組を２時間放送するなど、愛知県下ＪＡの賃貸「ハートホーム」の認知度
向上につとめました。
　さらに新たな取り組みとして、ハウスウエディングを運営する株式会社ブラス
（愛知県下８店舗営業）協力のもと、ウエディングプランナーから結婚を考えてい
るカップルに、このＪＡ入居チャンスフェアのご案内と、ラジオ番組のメッセージ
投稿をお勧めしました。
　その結果、３７件の投稿メッセージが届き、ラジオ番組をより一層盛り上げるこ
とができました。

３７件の
温かいメッセージが
届きました・・

㈱ブラスさんにも
ご協力頂きました。

　このように「ハートホーム」の重要なターゲットとなるカップル
層へ直接働きかけをするなど、さまざまな取り組みを通して、よ
り多くの方々に「ハートホーム」を知っていただき、みなさまが所
有する賃貸物件の入居率向上を今後もめざしていきます。

入居チャンスフェア20 1 1春入居チャンスフェア20 1 1春
平成23年 １ 月 ８ 日～ ３ 月 31 日まで行います。
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日の短い季節は照明器具を
使って明るい部屋を見ても
らうのもGood！


